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カヤネズミの乳仔の人工飼育について

山口佳秀

On the Artificial Nursing of the Suckling Young of Japanese Harvest Mouse 

Yoshihide y AMAGUCHI 

日甫乳動物の生活史を究めるためには自然状態におけ 用いることにした。

る野外観察が最も適当であるが， 一般にnflj乳動物の野 乳母ネズミには，実験用マウス（系統 CoBsマウス

外での生態観察は容易でないため室内での飼育から得 CR57BL）の雌4個体をj称、た。このマウスは9月30

られる知見も重要な意味をもっ。 筆者はカヤネズミ 日に出産，10月4日現在仔ネズミ（日齢5日〉をllifl育

Micromys minutus minutusの生活史調査の一環と 中のもので，すべてのマウスは以前にw産育仔の経験
して，カヤネズミを採集し室内で飼育，種々の実験観 のあるものを選択した。

察を試み若干の知見を得てきた。ここでは1985年10月 飼育ゲージ（縦40:m，械30:m，高さ18Cm，側面に通

4日に神奈川県座間市入谷に於て野外調査の際，球巣 気用の網があるもの）中には殺菌したチップを入れ，

の中にいるカヤネズミの乳仔を採集し，飼育したので 雌マウス 2個体，仔マウス13個体を入れたものを 2ゲ

報告する。 ージ用意した。

1. 飼育 方法

カヤネズミの繁殖は，ススキ，オギ，チカラシノくな

どイネ科植物の葉で造った球巣の中で乳仔は分娩され

llili育されているが， この乳仔や球巣に人聞が触れ人間

臭が付着すると多くの場合球巣は放棄され，乳イ子は日文

殺されてしまう。

10月4日調査の際，不注意にも素手で、乳仔Jこ触れて

しまったため，この乳仔もII交殺されてしまうのではな

L、かと思い球巣ごと館lこ持ち帰った。

球巣内には，体重2.sg，後頭部から背部，暦日ilに

は，補色の体毛が生え揃っているが， l股郎l土銀色の毛

が散生し始めているものの腹部｝ま未だ裸出， ll]j[も閲か

ずに腰は弱く立つこともできない推定日齢7日と思わ

れる乳仔が4個体いた。〔図 1)

球巣から乳仔を採集し，飼育した記録は白石（1964〕

が飼育方法として ヨウシュハツカネズミ（白変種〕

Mus musculus var.。lbinusのltifを乳母としてこれに
抱かせる方法，乳母ネズミのH甫育に糠らずに人工的に

飼育する方法を用いて成功している。

そこで白石にならってハツカネズミを乳母として人

為的にカヤネズミの乳仔を抱かせ，llflJ育させる方法を

図1 球巣中のカヤネズミの仔（上〉

推定日齢7日のカヤネズミの乳仔（下〕
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2. 飼育日誌

10月4日〔PM 5 00）推定日齢7日

球巣から取り出したカヤネスミの乳仔は2個体づつ

に分け，飼育ゲージ内でー塊となって雌マウスに抱か

れている仔マウス13個体の集団の中に混入した。

白石によるとカヤネスミの乳仔と仔マウスの体に牛

乳を塗りつけたり ，巣の中に牛乳を撒布しておくと乳

母マウスがカヤネズミの乳仔を抱く効果は極めて高い

と報告しているが，今回はなにも処置は施さなかった。

室内は電気を消し，暗室状態にしておいた。

10月5日 （AM 9: 03〕推定日齢8日

飼育ゲーシ内の仔ネズミの集団は前日いた場所から

30こ皿ほど奥ま った端にカヤネズミの乳仔の 2個体も含

めてすべてが移動していた。一方の飼育ゲージではカ

ヤネズミの乳仔2個体が前日と同じ位置に放置され，

他の仔マウス13個体は20二回ほと離れた別の端に移さ

れ， ~litマウスに抱かれてnm乳をうけていた。

そこで，放置されていたカヤネズミの乳仔2個体を

別の飼育ゲージ内に移し替え，再び飼育室内を暗室に

しておいた。

10月6日（PM1: 27）推定日齢9日

カヤネスミの乳仔4個体は仔マウス13個体と一塊に

なってネスミ集団をつくり，乳母マウスに抱かれてい

る。乳母マウスはネスミ集団の中から這い出す仔マウ

スの頚部をくわえては集団の中に引き入れている。

(PM 5:00）仔マウス13個体のうち活発に動き，体

の大きな 7個体を選んで取り除く。

飼育ゲージ内には乳母マウス 2個体，イ子マウス6個

体，カヤネズミの乳仔4個体とする。（図3A〕

10月8日（AM9: 00〕推定日齢11日

カヤネスミの乳仔はすでに開眼していた。

4個体の乳仔のうち 1個体は腰も しっかりしており

よく這い回っている。仔ネズミ集団に戻してもすぐに

這い出し，懐中電燈の明に向かつてくる。反対に残り

3個体はネスミ集団の下へ下へと潜り込んでしまう。

〔PM 4: 00〕午前中に活発に動き回っていたと思わ

れる個体が乳母マウス用に入れておいたオートミール

を少量ではあるが畏食するのを確認する。また，その

直後に前IJ支で吻部と頭部，特に眼の周囲を 2, 3回撫

でつけるような動作をみせる。最初に行なわれた毛づ、

くろいなのだろうか。

10月9日〔AM8: 50〕推定日齢12日

カヤネスミの乳イ子1個体が行方不明。乳母マウスに
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日皮殺され夜食されたのか，遺｛該，体毛などなにも残っ

ていない。 3個体のうち l個体の乳仔はネズミ集団か

ら這い出してオートミーノレを摂食しているが眼には目

脂が付着，活力がないように思われる。残り 2個体は

イ子マウスとともに乳母マウスに抱かれている。

〔AMlO:31）朝オートミ ーノレを摂食していカヤネズ

ミの乳仔が死亡していた。

体長3.5Cm，尾長3.2C皿， 後足長1.0こ皿， 耳孔はすで

にあいている。採集した時点では裸出していた腹部に

は白い体毛が生え揃っていた。下顎の切歯，上顎の切

歯とも僅かであるが出現してし唱。体重1.9 g，捕獲

時の体重2.sgと比較すると約%に減少しており，乳

母マウスによるI崎乳を十分に得ることができず，ネズ

ミ集団から這い出してはオートミーノレを摂食していた

と思われ，衰弱による死亡と考えられる。

10月10日～14日 観察せず。この間終日暗室。

10月15日〔PM 4: 00〕推定日齢18日

カヤネズミの乳仔1個体が行方不明。前回同様乳母

マウスに日交殺され唱 J安食されたと思われる。

10月16日〔AMlO:05〕推定日齢19日

乳母マウス、仔マウスの集団からカヤネズミを取り

出す。

体重5.lg，尾長約5.5cm，手のひらに乗せると指に

尾を巻きつける。

(AMlO: 30〕特別に設置した飼育場所（ 2 m 四方の

囲の中lこ0.9×0.2×1.2mのアクリノレ水槽を置き，そ

の中にススキ， オギの株を植栽したもの〕に放す。

〔図3B) 

放されたカヤネズミは直ちにススキの株元に消えて

しまう。僅か数秒後 「ガサ，ガサ」とススキの葉音が

聞えたかと思うと，すでに尾でハランスをとりながら

高さ lm付近の葉上にいた。葉の先端から穂先まで活

発に移動し，尾を葉や茎に巻きつけては巧みに降下，

登りを繰り返しているが，時々 「ガサッ」と音をたて

ては4～50r::m落下することが観察された。尾の巻きつ

け， バランスのとり方，後肢の握力不足が感じられ

る。

(AM3:40〕葉のつけ根に静止していたカヤネズミ

を捕獲し，マウスポリカゲージに入れて飼育すること

にした。

巣材にはススキの葉，穂，木綿を入れ，餌として固

型マウスフード，オートミーノレ，フインチ用餌（アワ

等の稜子〕， ヒマワリの種子， カツオブシ，給水ビン

により水を与えた。



ことによって，途中 1個体が衰弱死するとしづ事故は

3. 結果と考察 防ぐことができたと思われる。

10）~ 4日，推定日齢7日〔体重2目sg）で捕獲したカ 巣立ちしたカヤネズミは，その後も順調に成長して

ヤネズミの乳仔4個体を実験用マウス〔系統CoBS< いたが11月17日（PM1: 59）巣材のススキの穂の中

ウス CR57BL〕の可tl乳に頼るとしづ人為的な方法で飼 で背を丸くした姿で死んて引いた。飼育開始34日目であ

育を試みた。途中，乳母マウスによ って2個体の乳仔 った。この時の外部計測値は，体長10.Scm，尾長6.2

はl皮殺され， 1個体は衰弱死するというアクシデン ト cm，後足長1.6Cm，耳長o.scm，体重6.3gであった。

があったが，乳母マウスの！晴乳を十分に受けることの 死因は不明であるが， 11月10日頃にこのカヤネズミ

できた l個体は体重5.lgまで成長，飼育してから12 は毛換りが始ま った。毎日体重を測定していたため，

日目に無事離乳，巣立ちすることができた。 毛換り中にもかかわらず捕獲する時に相当のショック

カヤネズミの乳仔を乳母マウスに抱かせ飼育させよ を与えたことで，毛換りの進行が妨げられ死亡したの

うとする場合，白石も指摘しているように乳母マウス ではないかと思、われる。

は常識的に敏感に過ぎず，しかも出産育仔の経験のあ 新しい毛は，毛足も倍ほど長くなりオレンジ色を増

るハツカネズミを選択すること， 抱かせよう とするカ した褐色でたいへん美しい色をしていた。腹側部の大

ヤネズミの乳仔とハツカネズミの仔の大きさは同等 腿付近を中心に円状に毛換りは始まり，啓部，腰部，

か，小さくすることが重要である。 背側に放射状に進行していったが，特に啓部方向への

また，カヤネズミの乳仔とハツカネズミの仔の成長 進み方が速いように恩われた。

を比較すると!f'Hこ体力的な成長はハツカネズミの仔が また，離乳後30日間の体重の変化を図2に示した

はるかに早い。そのためカヤネズミの乳仔は前者に圧 が，離乳後20日聞は体重の増減は横這い状態が続く

倒され，乳を 卜分得ることができず表弱死する場合が が，日齢40日頃から成長が盛んになっている。この時

多い。そこで飼育途中にハッカネズミのイ子の数を適宜 期は丁度毛換りの始まった時期でもあった。

に減少する必要がある。今回の実験では飼育2日後に 10月18日から21日にかけて見られる急激な体重の変

13個体から 6個体に減少させたが， 少なくともあと 1 化は次に述べる事件の影響を受けた可能性もあるが，

～2回，ハツカネズミの仔を 2～3個体に減少させる はっきりした原因は明らかではない。
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図2 カヤネズミの体重変化
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一品」~
図3 乳母マウスに抱かれるカヤネズミの乳仔（矢印）と仔マウス（上）

無事巣立ったカヤネズミの乳仔（下）



その事件とは，18日の朝， 飼育ゲージを覗くと中に マントラ ップを室内に数ケ所設置しておいたところ，

はヨ ウシュハツカネズミ Musinusculus inusculusが 2日後の10月20日（PM2: 25）脱出地点から 2.5m 

入っており， 飼育していたカヤネズミの姿はどこにも 程離れた机の下に仕掛けた トラップで捕獲することが

見られなかった。一瞬，ハツカネズ ミ（乳母マウス） できた。

のI晴乳によって成長したため一夜にしてカヤネズミ か この脱出さわざによって体重の急激な増減が生じた

らハツカネズミに変身したのではないかと思ったほど と恩われる。

であるが，実際は博物館の中に棲みついていたヨ ウシ

ュハツカネズ ミが飼育ゲージ内にあるカヤネズ ミ用の 文 献

官耳を摂食するためにゲージ内に侵入した。 驚いたカヤ 白石 哲 1959 カヤネズ ミの成長 l晴乳動物学雑誌

ネズミは飼育ゲージ外jこl脱出し， ここでネズミの入れ 1(6):121 127. 

替り事件が発生した。飼育ゲージには内径6.5mrnの格 白石 哲 1964 カヤネズミの採集と飼育，九州大学

子状の金網がついていたが，との様にして入れ替った 農学部学芸雑誌，21( 1〕：63-72.

かは不明である。 直良信夫 1941 日本産獣類雑話．山岡畜店，東京。

脱出したカヤネズ ミは， オートミ ーノレを餌にシャー （神奈川県立博物館〉
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